
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いもよらず 

 

今年もご多分に漏れず、はなはだ暑い夏になりました。 

4月に所長に就任して３か月が過ぎました。 

各所への新任の挨拶まわり、セミナーなどでの挨拶、そして様々な書類の確認と押印、と不慣れな業務の

連続でした。 

そんな中で、ある地域産業保健センター（ちさんぽ）登録産業医の先生のお話が印象に残りました。 

ちさんぽの仕事の一つに、小規模事業場に出向いての健康相談や職場巡視があります。特に職場巡視の

場合（実はこれがとても大事な仕事なんです）は、どんな職場環境なのだろうか、どんな作業をしているのだ

ろうか、と思いを巡らせて出向いて行きます。そこで突然思いもよらず、がん原性が認められた化学物質に

出くわしたなら、さてさてどうしたもんでしょうか、と頭の中で様々な対処策がめぐります。 

ちさんぽの事業にご協力いただいている皆様に心から感謝申し上げます。 

 

現代川柳をひとつ（安康〔あんこう〕） 

 

あなたの癖ね舌打ちして心筋こうそく（ちぇ） 

 

 

 

えんぴつ画をひとつ（康〔やす〕） 

 

 

 

 

（所長 飯塚康彦） 

 

独立行政法人労働者健康安全機構 長野産業保健総合支援センター  TEL ０２６-２２５-８５３３    FAX ０２６-２２５-８５３５  
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所 長 通 信 
 

http://www.nagano-sanpo.jp/


 

 

 

 

 

 

令和 5年には、全国で発生した労働災害（休業 4日以上の死傷者数）が 135,371人にのぼ

り、そのうち「転倒」が最も多く 26.6％

（36,058人）、「動作の反動・無理な動作」

（腰痛等）が 16.3％（22,053人）と、身体

動作に関わる災害が上位を占めています。こ

うした状況を受け、労働安全衛生法は令和 8

年 4月から改正され、高年齢労働者の災害

防止に必要な措置の実施が、事業者の努力

義務として新たに定められました。 

 

特に高齢労働者の増加に伴い、こうしたリスク対策はますます重要性を増しています。しかし単に「注

意を促す」だけでは、現場の行動は変わりにくいのが実情です。 

私は現在、長野産業保健総合支援センターの相談員として、腰痛や転倒災害防止に取り組んでいま

す。活動の中で大切にしているのは、現場の従業員の方々と直接対話を重ねながら、組織の風土に合っ

た施策を一緒に考えることです。マニュアル的な対策ではなく、職場それぞれの文化や背景を踏まえた

支援を心がけています。 

実際に現場を訪れると、作業環境や安全意識、従業員同士の関係性など、職場ごとに異なる強みが

あることを強く感じます。だからこそ、現場の強みを活かした健康支援が必要だと実感しています。 

この「組織の風土」を考えるうえで、近年注目されているのが**POS（知覚さ

れた組織サポート）と PSS（知覚された上司サポート）**です。従業員が「組織や

上司が支えてくれている」と感じられるかどうかは、健康行動の定着や職場の活

性化に大きな影響を与えます。単なる制度づくりだけでなく、支援を実感できる

環境づくりこそが、腰痛や転倒防止の取り組みを根付かせる鍵となります。 

組織全体の風土をより良くしていくためには、職種や世代を問わず、従業員一

人ひとりの気づきや声を共有し合える機会が欠かせません。そのため私は、グル

ープワークを通じて、従業員同士のつながりを深め、普段は聞き取れない潜在的

な声を可視化する工夫も取り入れています。小さな気づきを共有することで、職

場全体の意識が高まります。双方向のコミュニケーションを促す場をつくることで、個々の気づきが組

織文化を育てる力にもなります。 

さらに、カラダを動かして体験できるセミナーも実施しています。腰痛予防スト

レッチや、転倒防止のためのバランス練習など、知識と実践を組み合わせること

で、行動変容を促します。身体を動かすことで自然に笑顔が生まれ、コミュニケー

ションが活性化する効果も感じています。 

これからの産業保健は、「指導型」から「対話と体験型」へのシフトが求められま

す。科学的根拠に基づきながら、現場の声に寄り添う支援を続けていきたいと考

えています。 

もし職場の健康づくりや災害防止に関してお困りごとがあれば、ぜひお気軽に

ご相談ください。皆さまと一緒に、誰もが安心して働ける環境づくりを進めていきましょう。 

相 談 員 通 信 
 



 

 

 

 

 

 

各地域産業保健センターのコーディネーターに地域窓口の活動やコーディネーターの 

仕事について、レポートしてもらいます。 

 

 

 

「アップルウォッチが知らせてくれた心房細動」 

安曇野・大北地域産業保健センター   

コーディネーター  波多腰 栄一  

 

夜のニュースは「ニュースウォッチ 9」、私の腕時計は「アップルウォッチ 9」。語呂が

いいので並べてみましたが、何の関りもございません。能書きはさておき、私は 2019

年頃からアップルウォッチを愛用しています。ご承知の通りアップルウォッチなど所謂

スマートウォッチには、歩数計測や音楽再生、電話通話機能に加え、LINEやメール通

知、心拍数や血中酸素飽和度の測定など、健康管理に役立つ機能が充実しています。 

 

購入のきっかけは、町会長時代、頻繁にかかってくる電話をスーパージェッターのように素早く対応できれば

と思ってのことでした。スーパージェッターがでてくるとは年代がバレてしまいますが、愛用してから 3年ぐら

いのこと、突然、アップルウォッチが警告を出してきたのです。それが心房細動でした。こうした健康管理に係る

機能があることすら意識していなかったところで、ましてや動悸や息切れなどの自覚症状も感じていなかった

ので、寝耳に水というか、最初はアップルウォッチの誤動作ではと思い無視していました。ところが、1か月に４

回も警告があったので、これは誤動作ではないかもしれないと循環器内科を受診したところ、案の定、心房細

動の診断が下りました。心房細動は加齢とともに増加し、過労やストレスが発症の

引き金になることもあるようで、先月亡くなられた長嶋茂雄巨人軍終身名誉監督

が発作性心房細動が原因で脳梗塞を発症したことは知られているところです。心

房内の血液の流れが停滞することにより血栓ができやすくなり、その血栓が脳梗

塞の原因になると主治医の先生から伺っています。  「心房細動で血栓ができる、

これはエラいこっちゃ！！」  診断後、二種類の薬が処方されました。一つは心房

細動が起きにくくする薬、もう一つは血液をサラサラにする薬です。一番怖いの

は、血栓による脳梗塞です。お陰様で今のところ脳梗塞は回避できています。 

 

さて、持病からはじめさせて頂きましたが、私は労務系の業務を経て、昨年４月に安曇野・大北地域産業保健

センターのコーディネーターになったばかりの駆け出しです。職務を通じて定期健康診断後の医師による意見

聴取の重要性を改めて認識すると共に、産業医の先生や保健師さん、そして、小規模事業場の健診担当者との

連携が何より大事であるかがわかってきました。 

 

職務柄、健康診断結果に触れることになりますが、その中で自分と同じ「心房細動の

疑い」にどうしても目が留まってしまいます。そして、ご本人は、その所見にどのような

気持ちでいるのかなーと気になります。当然のことですが、こうした所見を伝えるの

は、スマートウォッチではなく、従業員さんの顔が見えて、普段の職務内容や生活状況

などを把握している健診担当者だと思います。法的義務の達成だけでなく、医師による意見聴取の結果を従業

員さんにフィードバックすることは重要で、特に昨年度にない所見については、専門医の受診をお勧め頂くな

ど、念入りなフィードバックを行って頂ければ健康管理の意識をより高めることに繋がっていくと思います。 

地 産 保 通 信

 通 信 

 安曇野・大北地域 



  

 

『メンタルヘルス対策支援事業ページ 

リニューアルのお知らせ』 

この度、当センターホームページのメンタルヘルス対策支援事業のページを全面リニューアルいたしました。 

今回のリニューアルでは、ご担当者の皆さまに使いやすく、わかりやすいホームページとなるよう、デザイン

等を見直し、新しい内容も追加いたしました。 皆さまの産業保健活動にお役立ていただければ幸いでござ

います。 

  

① メンタルヘルス対策支援事業のご紹介スライド 

       当センターメンタルヘルス対策支援事業について 

      簡単にご紹介しておりますので、お申込みの際に、 

      ご参考にされて下さい。 

 

 

② 「メンタルヘルス対策 チェックポイント」の掲載 

   「メンタルヘルス対策 チェックポイント」は、事業場のメンタルヘルス対策で取り組むと良い内容を 

まとめたものになります。 このリストをご参考に会社（組織）の取り組みについて振り返っていただき、

各事業場にあったメンタルヘルス対策を講じる際に、お役立ていただけたらと思います。 

併せて、チェックポイントの解説動画（約 4分半程度）も掲載していますので、あわせてご覧いただき 

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 各種リーフレット・関連リンク 

  ・ メンタルヘルス対策に関連する厚生労働省や当機構のリーフレットを掲載 

・ ストレスチェック制度についてのリンク集  

厚生労働省 ：ストレスチェック等の職場におけるメンタルヘルス対策・過重労働対策等 

    こころの耳 ：ストレスチェック制度に関するQ&Aや、実施マニュアル·ツール、パンフレットなど、 

実施に役立つ情報など紹介 

 

最後になりますが、従業員の皆さまが心身共に健康的に仕事をしていただくためにも、

事業場がメンタルヘルス対策について体制を整えていくこと、そして従業員自身が自分の

ケアをしていくことの両方を継続的に行っていくことが大切だと考えます。当センターのメ

ンタルヘルス対策支援では、事業場のメンタルヘルス対策の導入支援をおこなっていますの

で、ご活用いただきたいと思います。    （労働衛生専門職 メンタルヘルス対策支援担当） 

メンタルヘルス対 策 支 援  


